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した。下位尺度ごとのα係数，平均値，SD，下位尺度間の相関係数を算出した（ 表  3）。α係数
の値は「取り入れ」が .56と少し低いが，項目数が2つと少ないためと考えられる。その他の3因









た結果，内発を除く3つの動機づけ得点において有意差が見られた。（ F (2,195)＝4.30,  p ＜ .05; 
 F (2,196)＝4.68,  p ＜ .05;  F (2,195)＝7.20,  p ＜ .01）TukeyのHSD法による多重比較の結果を 表  4に
表 3　動機づけ下位尺度間の相関と平均値，SD
















































同一視 .24＊＊ .38＊＊ .41＊＊
内発 .32＊＊ － .01 .36＊＊ .49＊＊
表 4　学習スタイルごとの動機づけ
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